
様式第３の２号（第７条関係） 

審 議 経 過 

 

※主な発言の要旨等、審議経過がわかるように記載すること。 

 

 

１． 開会 

 

２． 辞令交付 

  ・市老人クラブ連合会から理事の髙添千鶴子様に辞令を交付する。 

 

３． 副会長選出 

・要綱第４条３項により、会長の指名による。 

→副会長には伊万里敬愛会の下平委員にお願いする。≪承認≫ 

 

４． 会長挨拶 

 

５． 協議事項 

（１） 令和３年度地域包括支援センター事業実施状況 

〇令和３年度伊万里市地域包括支援センター包括支援係の事業実施状況について説明

（※資料１－１） 

  ＜質疑応答＞ 

 【委員】 

  ・日常生活自立度Ⅱa以上の年齢別の認知症高齢者数で、８５歳以上が上がっている

が、この数字は相談内容延べ件数の相談件数と相対しているのか。８５歳以上になる

と件数が増えるという印象はないか。 

 【事務局】 

  →相談件数は年代別で集計をしていないため年齢ごとの数字はわからない。相談を受け

何度も関わりを持つ必要があるのは年齢が上の方が多い印象はある。 

 

 

 【委員】 

  ・配食サービス事業で、委託業者を開拓していく対策を進めていくと予算はどうなる

か。年々高齢化していくと一人暮らしの人も多くなり、見守りも必要になるので（件

数が）上がっていくのではないかという印象がある。 

 【事務局】 

  →予算は昨年度の実績等を参考に組まれている。見込以上に申請が多かった場合は補正

予算を組むなど必要な方に提供できるよう予算は確保するようにしている。配食サー

ビスは、弁当の配達が必要な方だけではなく安否確認が合わせて必要な方が対象。申

請を頂いた方の中で基準に合うか判断をしており、極端に増えることはないのではな

いかと考えている。個人契約で配食を利用している方は多くいらっしゃると思う。 
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  〇令和３年度伊万里市地域包括支援センター介護予防係の事業実施状況について説明 

  （※資料１―２） 

〇令和３年度地域支援事業及び実績について説明（※資料１―３） 

  ＜質疑応答＞ 

 【委員】 

  ・いきいき百歳体操で困ったことはないか。 

 【事務局】 

  →コロナの影響で３か月月中止をした。その後、再度参加される方が少なくなった。冷

暖房設備がない所もあり、暑さで８月はお休みされるグループも数件ある。 

 

 【委員】 

  ・介護ロボットについて、どのようなものか想像つかない。写真などがあれば次回見て

みたい。佐賀大学にしかないのか。 

 【事務局】 

  →ホンダ歩行アシストとは、歩行をアシストする器具を腰と左右太ももの大腿部に着

け、歩く速度や力に合わせて前に出す援助をするシステムになっている。それを理学

療法士が後ろから支えた状態でついて歩くことで、本人の歩き方をアドバイスができ

るということがいいところだと思っている。今は佐賀大学からレンタルし、山口病院

でＣ型や短期の方に利用されている。 

 

 【委員】 

  ・予算はコロナで随分影響されているが、次回（来年度）はどうなるか。運営委員会の

中でも加味して、あまり減らさないようにという意見が出たということをふまえて予

算を組んでほしい。 

 【事務局】 

→前年度だけではなく数年の傾向や今の状況で必要なものを上げていきたい。 

 

 

（２） 令和４年度地域包括支援センターの運営方針  （※資料２） 

 〇令和 4年度地域包括支援センター運営方針について説明 

＜質疑応答＞ 

 ・なし 

 

（３） 令和４年度介護予防ケアマネジメント業務委託事業所の選定 （※資料３） 

  ・令和３年度第２回運営協議会でもお諮りしており、その後、追加や廃止などの変更は
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ない。以上、承認の審議をお願いする。 

 

≪承認された≫ 

 

 

（４） 地域包括支援センターの事業評価を通じた機能強化 （※資料４） 

  〇地域包括支援センターの業務の状況について 

  ・伊万里市は市直営の地域包括支援センターであることから、庁内や関係機関、地域の

様々な社会資源と円滑に連携した業務を行うことができていると評価している。 

  ・消費者被害に関する情報を民生委員、ケアマネジャー、ホームヘルパー等へ情報提供

する取り組みを行っているかについて、“悪徳商法を知って防いでよか老後”のテキス

トを配布することで情報提供を行った。 

 

  〇センター人員体制調査について 

  ・今年５月末時点で地域包括支援センター配置の職員数は２２名。 

  ・常勤、非常勤を合わせて保健師が５名、社会福祉士３名、主任介護支援専門員１名、

合計９名となる。 

  ・包括的支援事業に従事する３職種１人当たりの高齢者数は令和４年４月１日現在で１

９３６名となっており、国の指標である１５００人未満を満たしていない状況。 

  ・センター全体の職員配置数として、昨年と比べ准看護師が１名増員。 

 ＜質疑応答＞ 

  ・なし 

 

６． 閉会 

・次回の開催時期は来年３月頃を予定。 

 

＜その他意見＞ 

・資料１～３とバラバラに作成していたが、一連通してページをふって作成したほうが

見やすいという意見があった。次回はそのような形で作成したい。 

 

 

 

 


